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	めあて「くじ引きが公平であるか」
確率を用いて検証しよう。
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まとめ
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[bookmark: _GoBack]※レイアウトや予想される子どもの出方など
　目の前の生徒の実態に合わせて変えて
　ください。

【問題】５本のうち２本の当たりくじが入っているくじをあなたと友達の２名が引くとき、あなたは先に引きますか。それとも友達の次に引きますか。




■先に引く人　○人
（理由）
・当たりが２本確実に入っているから・・・
■後に引く人　□人
（理由）
・先にはずれがでたら、当たる確率が大きくなるから・・・


引く順番によって当たりやすさに違いがあるか。

違いはない○人　　違いはある□人
・実際にやってみる→時間がかかる
・確率を使ったら検証できそうだ！





